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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

 

  

通告順 １ 
質問 

議員 
鵜野議員 

質問 

項目 
食料システム法を活用した地域農業の持続性の確保について 

質問 

内容 

 令和８年産のホクレン仮渡金は、「ななつぼし」で 17,000 円と決定しま

した。国のコスト指標 20,535 円を大きく下回り、北海道では委託費（除

雪費や融雪費等）や乾燥調製費（灯油を含む燃料費や施設利用料等）、土地

改良区負担（区画整備や施設維持費等）が重いため、同じ 17,000 円でも

全国で最も再生産が困難な地域となっています。 

 

 町内の農業者から、肥料・燃料の高騰、資材価格の上昇、そして取引価

格の低迷により、経営の持続性に対する強い不安の声が寄せられていま

す。農業は本町の基幹産業であり、その持続性を確保することは、行政の

基本的な責務であると考えます。 

 

 今年４月より、「食料システム法」が制定され、これは取引当事者に対

し、コスト上昇を理由とした価格協議の申出に誠実に対応する努力義務が

課されています。また、商慣習の改善や、食品事業者の計画認定制度によ

る設備投資支援など、地域農業の持続性を高めるための具体的な仕組みが

整備されています。 

 

質問１ 町として、この状況を「再生産困難」と認識しているか。 

またどの様に考えるか。 

 

質問２ 町として、地域農業の持続性確保のため、この食料システム法を

活用し、農業者の価格協議や取引環境の改善を支援していけない

か。 

    または何か対策を考えているのか、今後の町の方針を聞きたい。
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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ２ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
新るもい号で留萌市・北空知共同の交通体系再構築を 

質問 

内容 

 本年 4 月、JR 北海道は、「JR に乗るならえきねっと限定 JR きっぷが便

利！」の触れ込みのスタートでしたが、今もなお不満や不安の声がありま

す。 

 これに対し、高速バス「高速るもい号」は、全席自由・安い・深川札幌

間 98 分で利用しやすいもう一つの公共交通機関としての選択肢がありま

した。しかし 7 月下旬、北海道中央バスから「高速るもい号～深川経由便

が 9 月末日で廃止」の発表がありました。理由は、運転手不足と利用者の

減少によるとの事でした。町民からは「もう滝川経由の碧水しかないね」

との声も聞かれますが、北空知住民の公共交通はこのままで良いのでしょ

うか。現状の深川市立病院前経由の維持が困難であることを踏まえ、沿線

自治体共同の「高規格道路を活かした新たな交通体系再構築」のチャンス

と捉えてはどうでしょうか。 

 

1, 高速るもい号（深川経由）の廃止は、北空知、留萌市共通の問題であ

る現状を鑑み、沼田町はこのことについてどのように考えているのか。

 

2, 留萌市・北空知共同における住民の公共交通の確保を推進する「（仮

称）新るもい号を走らせる協議会」を立ち上げ、乗降所、コース、停留

所までのアクセス等について検討、協議し、持続可能案を北海道中央バ

スへ要望してはどうか。 



         深川経由高速るもい号 廃止予定の便   資料 1 
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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【教育長】 

  

通告順 ３ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
沼田っ子が輝くスクールカウンセリング体制の構築を 

質問 

内容 

 全国の小・中・高等学校にスクールカウンセラー（以下 SC）が配置され

るようになって、30 年になりますが、その実態は十分とは言えません。 

 沼田小・中学校では、月に一回あたり 4 時間、多くても月に 2 回の限ら

れた時間での勤務、相談体制となっています。 

 全道的には、配置時間がさらに短い傾向があり、札幌市（1 週あたり 1

回 7 時間）との地域間格差が顕著になっています。 

 多くの場合不登校などの問題は、あるとき突然不登校になるというより

も日々の学校生活の中で、子どもなりの様々なサインを出しながら、それ

らが積み重なって、最後に学校に行けなくなってしまうというケースが散

見されます。 

 子どもが思いつめて「学校に行きたくない」、「体調不良で行けない」状

態になってから対応するよりも、早期に教職員と SC とが現状を共有して

協力できる体制があれば、より児童・生徒や保護者にやさしい支援になる

のではないでしょうか。 

 SC の業務は年々多様化しています。児童・生徒への直接的なカウンセリ

ングだけでなく、保護者への支援、教職員へのコンサルテーション、事件・

事故発生時の心理的ケアなど、その役割は広範囲に及んでいます。 

 近年は問題行動や不登校、いじめ、SNS トラブルなど、子ども達を取り

巻く問題は地域と関係なく複雑化しており、限られた時間内での対応には

限界があります。問題解決のために教職員とケース会議等の話し合うため

の時間の確保も必要です。 

 全国的に見ると一部の自治体では、SC 派遣を拡充するなど、支援体制の

強化に乗り出しています。北海道においても、少しずつ配置時間を増加さ

せ、人材育成のための予算措置も徐々に進められていますが、改善には至

っていません。 

 

1, 名実ともに「子育て日本一」の町にしていくためにも、地域間格差の

解消を図って、沼田町の子どもたちが支援を受けられる体制づくりを進

めていく必要があると考えますが教育長の見解は。 

2, 今後、「卓球留学プロジェクト」などによる児童・生徒の環境の変化や

新たな人間関係などの悩みも想定されますが、沼田町の独自の財源を使

ってでも沼田っ子が輝くスクールカウンセリング体制の構築を望みま

すが教育長の見解は。 



資料 1 令和 6 年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要:文部科学省 



資料 2  :東洋経済新報社作成 
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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ４ 
質問 

議員 
伊藤議員 

質問 

項目 
バス転換道路の安全対策を 

質問 

内容 

 本年４月より、ＪＲ留萌本線の廃止に伴いバスが主要となる公共交通機

関の運行が始まりました。沿線自治体では度重なる協議を行い、運行に至

るまでの準備を進めてきたところですが、運行開始後の道路の安全対策が

必要と考えます。 

 令和８年度の予算特別委員会で担当課に同様の話をさせていただき、沼

田町は年に数回行われる関係市町の会議において安全性確保の必要性を

提案していただいていると聞いておりますが、関係市町の認識の温度差も

あろうかと思います。 

 全国各地で異常気象の影響を受ける昨今、生活や通勤通学の基幹道路の

除雪体制の確保や防雪柵による雪害対策が求められ、沼田町だけでなく、

主要となるバス路線全体を見通した安全と運行の確保が必要と考えます。

併せて、救急など緊急性のある車両が走行できる道路の確保も重要であ

り、北空知の中核病院である深川市立病院に繋がるバス路線を基軸とした

道路の安全を関係市町で検証し、環境を整備する必要があると考えますの

で、以下の質問をいたします。 

 

 １．留萌本線が完全廃止となり、深川方面の往来を生活道路としている

町民にとっては道路の安全性、特に冬期間においての防雪柵の設置

などについての要望は以前からあると考えているが、関係市町協議

会において理解は得られているのか 

 

 ２．関係する市町、バスの運営会社などにより路線の安全対策や運行に

必要な事項を調査し、国や道、道路管理者に安全性と利便性を高め

る働きかけを行う必要があると考えるがどうか 
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